
輸出用の「標準的裏ラベル」と「表記ガイド」

海外消費者が日本酒を理解し、選択しやすくなる輸出用の「標準的裏ラベル」及び「表記ガイド」が完成

（英語版） （日本語訳）

日本酒の輸出用裏ラベルは、海外消費者にとって、選択の基準となる記載項目が少なく、かつ、馴染みのない
表現が用いられていることにより、消費者自身で好みの味を選びにくいという課題。

日本食品海外プロモーションセンター（JFOODO）が、海外の有識者・消費者を対象とした大規模調査に基づき開発
国税庁が、国内事業者へ意見聴取

※ この裏ラベルのデザインと表記項目を基に、各事業者が輸入業者と意見交換を行うなど、輸入先の販売対象者に適したものとすることが必要。
また、各事業者は自社や製品の特徴などに応じて、記載の項目や内容などをカスタマイズして利用することも可能。

消費者調査を基に、以下の項目を輸出
用の「標準的裏ラベル」の項目とした。
重要度の上位６項目
①香り・風味
②味覚
③推奨飲用温度
④保存温度
⑤ペアフード
⑥産地

興味・関心度の高い２項目
⑦醸造元の物語
⑧製品の物語

※なお、調査の結果、上記項目に追加
して記載することが有効な６項目（「日
本酒とは何か」、「特定名称」、「米品
種」、「外観」、「飲用シーン」、「受賞
歴」）についても整理しました。
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輸出用の「標準的裏ラベル」と「表記ガイド」（本体）掲載URL：https://www.jetro.go.jp/ext_images/jfoodo/news/uralabel/doc.pdf


